
　

　

　

　

　

　

主治医が明確で、覚書が必要
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主治医が明確で、覚書が必要

寛解期なら可

自己管理できれば可

送迎必要ない場合は可

受け入れ

可 要相談 検討 備考

発熱が頻繁 ○

脊椎小脳変性症 ○ 　

多発性硬化症 ○

褥瘡 ○ 　

在宅酸素 ○  

糖尿病 ○ 　

心疾患 ○

てんかん ○

パーキンソン ○ 　

アルツハイマー ○

バルーンカテーテル ○

突発性の恐れのある心疾患 ○

胃ろう ○ 　

悪性腫瘍（ガン） ○ 　

経管栄養 ○ 　 　

白血病 ○

人工肛門（ストマ） ○

MRSA（発症している場合） ○

神経梅毒 ○

重度鬱 ○

○ 　

気管切開 ○

疥癬 ○

人工呼吸器装着 ○

人工透析 ○

タンの吸引が必要な方


